
構造設計者の夢と現実
Structural Designer's Dream and Reality 

大崎：本日はお忙しいところお集まリいただぎ、有難

うこざいます。座談会のデーマは「構造殴言十者

の夢と現実」ですが、このデーマにとらわれずに、

構進設計とデザイン全般について、忌望のない

ご意見をお願いします。まずは斎藤先三の達築

学会長としてのこ‘経験を中心に、話を進めてい

きだいと思います。

姉歯問題

斎藤：会長としての 2年間を無事終えることがでぎま

しだ。布野さんをはじめ、多くの方にご協力い

ただき、この場をお借リしてお礼甲し卜げます。

会長を終わって、言菜を発するのは今Elが始め

てです。会長になった時に最も重たかったのは

姉歯閏題ですね。副会長の時に、この事件が起

きました。学会としても何かしないといけない

ということになリ、 2006年9月に、「健全な設計・

生産システム構築のための提言」をまとめまし

だ。大崎さんも参加されていましたね。本来は
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構造設言十について重点的に考えなげればならな

かっだのですが、学会にもいろいろな方がおら

れて、塁時の詞上会長をはじめとして国に近い

方もおられたので、殷言十と生産全体の枠組みを

概括するだけで、姉歯閉題の核心部分である構

造計算や構造設計はほんのちょっとしか入って

いま廿ん。

大崎：姉歯という人が悪いことをしたということの焦

点がばやけて證論が拡大して、旅二や保険まで

入ってぎました。

斎藤：そうですね。そこで、学会長になった時に、学

会は職能団体と違った発言ができるので、少な

くとも構造設言十の固題を総括し顕在化させない

といけないと考えました。ということで、すで

にあっだ「社会ニーズ苅応痘進委曇会」を活用

して、「建築学からみだあるべぎ構造殴計特別詞

査委員会」を発足させた。いろいろストレスの

溜まっていそうな和田章さんを中心として、高

木さんも入っていだだいて、いろいろな方面の

若手から意見を出してもらっています。

Discussion with Dr.Masao SAITO I Structural Designer's Dream and Reality 71 



高木：この委員会は、構造設計を中心に 20人くらい

の委員万構成されていて、斎藤先三、和田先生、

金箱温春さんになどに圧例さ礼なから議論を進

めてし¥自]。今年度中に新たな提言をまとめよ

うということで、罰の提言をふまえて、構造投

言十をとリまく状況がどのように変わっだのか、

こりからどのようにあるべきかを考えています。

資格の問題や、ロンピュターに依存しすぎるこ

との閉題点とか、確認甲請はどうあるべきかと

いったことを含めて、構造設計の本来のあリカ‘

左を全般的に考えていま叫

大崎：前の提言ぞは学会としての自助努力の項己をし＼

ろいろ挙げましたが、いろいろ磨しがらみで実

現か困難でした。そのような虚しさはないです

か？

高木：制度のあるべき姿を発信するにあたって、ある

程度の公共性とか中プ生がある意見を述べられ

るのは学会であり、 JSCAが何か言っても「身因

でなんか言ってるよ」というようにとらえられ

るので、何か言う時の重みは学会が格段仄上で

あるという言忍臓があリぎす。提言は 般的な形

万まとめなければいけ声せんが、袖象的になっ

てはだめで、そ礼を解罰するというかだちで旦

体性を持っだものにするというようなことを考

えてい衷す。

斎藤：今回は「構造設計」に虫眼鏡をあてて、菰大し

て、そこに誤題を特化して自す。だからメンバー

も実際に構追言伎計をやってる若手が中心で、自

分左ちが実際に法律をつくる立場であれば、あ

るいは意見を求めら仇れば、どういう姿で花れ

ば責任を果たして諄リをもてるかを明文化しよ

うということからスタートしてます。刷曰の虚

しさは私も惑じましだが、今回は虚しさを感じ

ないように頑張ろうということ万す。私が会長

のとぎに姉歯事件が起ぎたら、多分、全然月」の

？クションを起ごしていたのぞはないかと思っ

たリもします。若い頃、私も安保闘争とか学園

紛争を縫験しましたので＼その時期に闊いっぱ

いのことをし磨いといけないという気持ちは大
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きいです。布野さんもそうだと思いますけど。

布野： 10年違いですが。

斎藤：いずれにしろあの峙の重要かつ緊急I生のあるミッ

ジョンがあったはずなのぞ、もう少しジャーナ

リズムを引ぎ込んで、社会に理解されるような

デモンストレーションをしたかった。だから、

副会長のときにあ礼だけしかできなかっ丸とい

う餌念さはあリました。「前回の提言」では、自

助努力と共に緩やかに法規制を進めるべきだと

いう内容でしだが、緩やかであるべき法規制の

ほうがどんどん先に行っちゃって、学会や調能

団体の自助努力が追い付かないということに

なってしまいました。今からでも遅くない。は

たして自助努力は何だろうということを若い人

を中心に議論して、次の青写真を示すというの

が今団の活動の一つの巨標です。

布野：阪神淡認大震災のあとで、横尾委員会というの

壱尾島俊雄先生が立ち上げて、 2年ぐらい議諭

して霊言を出しました。尾島先三から横尾義貫

先生に使頼があって、 SECOMの会畏や円田祥哉

先生に意見を聞くなど相当議諭し窪した。その

ときのひとつの結論は保険です。建物に関して

保険が成立するためには建物のしーティングが

必要で、学会のイニシアチブ下に格付け機関を

作ったらいいというのが私の意見でした。

大崎：耐震等級と保険をリンクさせるという話ですね。

布野：そうです。耳学見日ですが、カリフォルニアはど

うだとか、ずいぶん勉強し店しだ。もう一つ、

保陰の前提は自己責任あるいはクライアント責

任です。でもそんなことは今でも大ぎい声で言

えない。もちろん設計者責任もおるけど、全部

ぜネニンにおんぶにだっこできた。その直後に

第 3者検査機閃の制度がでぎて、姉歯問題で全

て振リ出しに戻ってしまった。

斎藤：伺年ぐらい前のことですか。



布野：霞災の 2年後ぐらいなので、 97年か 98年です。

建築雑誌にインタビュー記事は賊っています。

諸岡：そのころのアメリカの保険では断層からの距離

とかもはいっていたと思うので唄実的だったの

ではないですか。でも日本ではぜんぜん普及し

てない。

布野：そうですね。国交省はまったく理解していない。

基準法にしても、建築土法にしても、きつく縛

ることしか頭にない。

社会へのメッセージ

斎藤：「提言」のもう つの固題点は、市民に居かなかっ

たというごとすね。

大崎：提言を推に同かって伺のために出すのかとい〗

意味づけが難しいです。

斎藤：坂神大震災の時に、構造設計で安全性を保征す

るのがいかに難しいかということをしっかリ伝

えないといけなかったし、姉歯事件の時に、構

造計算がいかに危ういかをもっと考えるべきで

した。いずれにしろ、耐震設計の難しさを市民

にもっと分かリやすく伝えるのが璽要です。そ

九と同峙に社会資産としての建築の役割と魅力

を伝えたい。ということで、 2年前の会長就任の

折、伺か見える形でや礼ないかということを考

えて、 2年前の 6月に「『建築』への責任と誇リ」

というマニフェストを出しぎした。バビロニア'

のハムラビ法巽の峙代から、建物が壊れると殴

言十者は厳しく処罰されたように、国から言われ

なくても本物の構追投言十者は命がけで仕事して

るわけだけど、「貴任」に加えて、「鰐リ」を共

有できないとぎずいと思いました。マニフェス

トのサブタイトルは「建築学とデザイン「力」

の融合」で言。学会には幸い、広範で深い建築

学があって、各々の分野で進化していくんだけ

と、それを社会に出していくのが大事です。お

そらく今年末には定款改正の議論が出てくると

思うけど、 50年ぐらい罰に「社会」とか「公

共」という言葉が定歎から抜けちゃったんです

ね。な哲かというと、 JSCAなど建築家祝会や事

務所協会とかの職鮨団体が成音して来て、そち

らに社会的活動を任せて、学会は「学術・技術・

芸術」を中心に学術団体として特化しようとい

うごとになった。

大崎：学会は学術団体ですから、研究者や学生などの

学術関係の会員に貢献すればよくて、どこまで

市民に責猷すればよいかという判断は難しいで

す。

斎藤：芦原義信さんが会長だっだ 20数年月［」に「開か

机だ学会」というのを標榜して以来、定款には

ないけど、提言やいろいろなイベントを適じて

学会の打会＇生は重視されてきました。模翫的と

か総合的とかの特徴のある学会の中で、何か具

有できる社会的な建築テーマがあっていいので

はないかと思いましだ。例えば、「既存達築を活

かす丈寸震改修デザイン」という委員会を松杓秀

ーさんにやってもらっていますが、耐震補強を

促進するという意味でも、ソフトと）＼ードの両

面から、建築的な魅力を作っていくということ

を議諭してもらってい家す。

建築デザイン発表会

斎藤．特別請査委員会以外でも、形として見える学会

活罰をやリたかった。ひとつは「建築デザイン

発表会」で、去年の広島大会から万す。

布野：もともとは誰の発想ですかつ

斎藤：芸術的な分野での自□な発表の場が村上会長の

時に必要だという意見はあリましだ。私は「デ

ザイン」を広義にとらえて、技術的なアイデア

とか、論珪性を持った、プロジェクトについて

窪築家や、計画系の院生などが発表できる場所
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を学会として創晟したかった。副会長のときに

は実現できなくて、三年やっと実現でぎました。

布野：「斎藤先生が建築計画委員会はいらないと言って

いる」という疇が流れていました。建築家とエ

ンジニアがいればいいんだといわれれば、確か

にそうかな、という感じだったんですが、まさ

か私が建築計画委員長になるとは思ってなかっ

た。建築デザイン発表会の実現にはそれなリに

貢献させていただきました。

斎藤：中に向かってはデザイン発表会ができだので、

外に向かって伺か必要だというごとで、考えだ

のがアーキニアリング。デザイン展 (AND展）

です。ごういうイベントをやりたいと思ったきっ

かけは、 1 9 9 6年にパリのポンピドーで開催

さ紅た「エンジニアリングの芸術辰」です。過

去20 0年のエンジニアリングの歴史辰を、あ

のエッフェ）レ塔が蒜難されたパリでやったわけ

です。学会はお金も人もなく、「殿ご舌し心あそば

しだか」といわれそうでしたが、皆さんの賛同

がやっと得られ動き出しました。学会のいいと

ころは教育界があって学生や先生方がいるとい

うことだから、建築を志してそれぞれの職肯巳に

入っていく罰の段階の学生たちが参加できる形

にでぎないかと思いました。結果的に 13 0の

模型が集床ったんだけど、ただ作るんではなく、

世界古今東四の建築や都市や住宅が持っている

魅力やしかけや秘密をどういう角度で展騎した

らいいかというスタディや中間発表会を、半年

ぐらいかけてやりましだ。考えながら作ってい

く制作プロセスそのものがイベント［こなっだわ

けです。

資格問題と職能団体

斎藤：今回の建築土法改正で、構造設言十一級建築土と、

設伽設計ー級建築士ができたけど、「月了心のアー

キテクトはどこなの？」というのが資才各での大

ぎな固題で、ちゃんと議論しないといけないで

74 斎藤公男 座談会 I 構造設計者の夢と現実

すね。建築度係の職能団体が三すくみの様な状

況にも見えます。学会が中心になって日本にお

ける将来の建築家像を讀論しないといけないよ

うに思い床す。

布野：竹□さんは建築家協会には入ってるの？

竹山：最近入リましたね。出江寛さんが近畿の支部長

をやめられるときに、あとを頼む人が欲しいと

いって誘われました。それまでは、学会以外の

ところとはなるべく距雌を置くというスタンス

でした。新建築家祝会も、丹下健三さん会長で

の立ち上げにあたって、伊東豊雄さんも入った

し、長谷）II逸了さんからはわざわざ電話で誘っ

てもらいましたが、原広司先工に「いい建築家

は新建築家祝会には入らない」といわれてやめ

たんです。

斎藤：「いい建築家」がキーワードですね。

竹山：当時、社会にもの申せるだけの建築家の政治的

な団体がなく、クラブ的な建築家協会しかない

という間題があったのでしょうね。「建築家」と

いう言葉自体、戸政の認識にはなくて、関空の

建築家を選べと外圧がかかってはじめて役所で

用いられはじめたくらいですから。ごご 3、4年、

大阪府建築土事務所協会の機閃誌に連載してい

るので、事務所協会のことはわかってきました。

それから、今年、大販建築ロンクールというか

なリ長い歴史のあるコンクー）レの審査委員長を

しました。渡辺節賞という栄えある名の新人賞

もあリ、これは建築士会ですので、建築士会の

会にも呼ばれ雰囲気もわかってきました。最近

いろんなことを知るようになって、難しいこと

が山ほどあるなと界いました。だから、斎藤先

生のようにピュアなかたちで、知らないふリを

して構造の専門家としてアーキテクトや社会に

物甲すというのがいいのかなという感じです。

今までの三すくみとか五す〈みとかを知リすぎ

てどうにもならんよと言ってるうちに、官僚が

すごい法律作って建築技術教育普及センターで

講習を受けさせられたリ高い吏新料を払わされ



たリ、確翌審査料もべらぼうに高くなってし崖

う。コンクリートと木造を混ぜたリすると、混

構造ということになって簡単には建たない。ご

れもうまく設計す冗ば合理的なわけで、いわば

構造設計者の工夫の会地が全くないような方向

に法律が進ん万いる。姉歯をきっかけとして官

僚が焼け太ってとっているという状慇です。学

会がピュアな立場で意見を言わないと。

斎藤：デザインが後這してますね。

竹山：ひどいですね。最初から「）レート 1で臼きましょ

うね」、「そんなごとしたら構造殴計料も高くな

るし時間もかかるのでやめだほうがいいです」

という状態です。クリエイテイビティの余地が

ない。

斎藤：戦略としてはどうしますかつ

竹山：こ机をチャンスに官僚と組んで自分たちの和権

を広げようという罰きもあるようです。そこに

突破口を開いてリーダーシップをとるのは学会

しかない。それから、敦育の面で一番若年層ま

で広がってるのは学会ですから、鉄は柔らかい

うちに打てということで学生の意欲を掻き立て

るという意院で、斎隠先生はいいビジョンをお

持ちだと思い衷す。

布野： 1山田満会長のとき、「建築家協会と間違えてるん

じゃない？」という印象がありました。もとも

と建築学会も建築家協会、つぎリ建築家の集ぎ

リということで出発してるんですけどね。。。字

会長とt協会長の両方をやられだのは芦原先生と

仙EB先生だけなんじゃないですか。閃西はそ机

ほど人材がいないので、学会も建築土会も建築

家協会もみんないっしょにやっていると聞き

宜した。地方に行くともっとそうでしょう。建

築家泣会に入ってると、エリートという感じで

しょうか。去年 1年間、山本理顕さんと国交省

の委員会で、イギリスの CABE(Committeefor 

Architecture and Built Envi「onment)のような了

ザインレビュー組織をつくってタウンアーキテ

クト制を推進しようという話をしました。今年

から 1億 5千万円を街づくリに配るという制度

ができたんですが、配分する委員会の委員は建

築家岳会、建築士会、事務所協会という業界団

体になってしまった。地坑で決めるというのと

は違います。

竹山：最近出席した建築士会の会合で、籐本昌也会長

が土会でみんなもらおうと檄をとばしてまし冗

よ（笑）。

布野：私が 97年にアーバンアーキテクト制といった

ときも藤本先生が出てぎてました。

大崎：中立を保てるのは学会しかないということです

ね。

斎藤：建築基本法なんかも、うまくやればいいんだけ

ど、結局定鼠的なことが入って韓国とかと違う、

役人向きになってしまうかもし机ない。学会で

も神田順さんなんかがずいぶん前からやってて、

いい胃格ができ始めたのに、いいところだけ国

に吸い取られて、升クを変えてくるとか。こうい

うことに対して、学会はもっと発言しないとい

けない。いい議論をして建築を文化にしていく

のも学会の役目だと思います。そのだめに、市

民に声が届くための方策を考えないといけない。

布野：劉会長になった辻本誠さんと、各特別委員会な

どの発表を、 NHK解読委具の前でやるべきじゃ

ないかという話をして東す。業界言因ではなくて、

一般誌を呼んで記者会見をしたらいい。

大崎：学会では定期的にプレスリリースをしてますか？

布野：してるけど 般誌はこない。

斎藤：今年度の最初の記者会見の時に、一般誌の新誓］

記者がいて、専門誌ではな（て我々が取リ上げ

られるような魅力的なことをもっとやってくれ

ないとこまる、と言われだそうです。
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布野：東国原知事じゃないけど、もっとメッセージ性

の花ることをやらないと。

斎藤：布野さんがそ礼をやってくれるはずだったんけ

ど。。。今日はそれを 番大きい声で言いたい

（笑）。

大崎：徊用学会とまでいわなくても、学会でエ濤的な

立場におられる先生も国の委員会や審議会に呼

ばれたら参加するでしょう。

布野：建築塁本法も国では重視してないけど、理念法

だけだと心配です。

大崎：だから、中立＇生を保って良いとこどリをされな

いためには国とは一線を画さないと。

布野：それは、建築センターに使われるのが良いとか、

悪いとか積年の問題でしょう。

斎藤：でも、組霰としては、事務厄に天下りがいない

というのは建築学会だけです。団体や組織を背

負っているという鎧をすてて、個人の純粋性が

必要です。そのような意吠で、私はぢょっと硬

いけど「建築学」という言葉を使ってます。建

築学というと、構造、環境、計画ということも

あるけど、もっと広い意味で、本来あるべき建

築が見えるかたちで麗見がでていったらいいな

と。

構造設計

斎藤：構造設計は「技術」だから、「科学」とは違うわ

けで、祠学的に計算すれば結果が出ると考える

と、ものを設計する技術にはつながらないです

ね。だから、「建築学」の視点からいろいろ考え

ないといけない。「科学」と「二学」があれば「技

術」ができるというようなごとはなくて、科学

も丁学もない時代から投術は連綿とつづいてま

す。世界遺産もそうだし、日本の匠の世界もそ
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うです。だから、科学と工学を技術にするため

には人閤が必ず介在しないといけない。それを

用ばして、数儘化すればよいというのでは、こ

れからでぎる建築基本法も危ういものがあるの

で、それにうかうか乗らないように議論してい

かないといけません。

竹山：構造設計でも、安藤忠雄のようなスターが出て

くるといいです。ピーター・ライスとか、だと

えばセシ）レ・バーtントが来ると、すL＇い数の

学三が闇ぎに符きますね。日本では、斎藤先三

をはじめ何人かおられますが、セルフプロモー

ションが十分じゃない。

諸岡・アーキテクトの横に構造殴計者の名罰が併記さ

れるようにならないと、建築の学生でさえ、構

造設言十者の名前を知らないですよね。

竹山：たとえばカーサ・ブルータスに取リ上げられる

ょうな構造設計者がいないといけないのかも

（笑）。安藤忠雄みたいに。

諸岡：昔は 11 PM (インブン・ピーエム）が目梗でした。

大崎：構造設計ー級建築土ができて、名前が出るよう

になリますね。

斎藤：規模によってですが。そ机から現場の看板には

出るかもしれないね。

高木：それは甲請上の手統きであって、パブリックに

公表されるわけではない。

大崎：アーキテクトが構造設言t者の名前を出しだがら

ないということではないですか。

竹山：そんなことはないでしょう。でも、アラップの

イギリスとは達って、制度上は、構造設計者は

訟’計事務所からの外注で仕事をしているから、

外から認失Dされに（いということはあるかもし

れません。イギリスなんかは直揆契約ですから。



斎藤：でも、ピーター・ライスとか／ーマン・フォスター

の名前が出るという話は、制度上の閲題とは違っ

て、そのプロジェクトで、かなリ重要な役割を

果たすからです。そうすると、自然と名前が出

てくるんですね。シドニー・オペラハウスでも、

ウッソンの名前は分からなくても、？ラップと

いえば分るじゃないですか。だから、プロジェ

クトの内容とか進め方とか素質の悶題だと思う。

仕事をとるときはアーキテクトが出向いていく

というのは仕組みの問題ですね。でも楊合によっ

ては、）II口衛先生が橋の仕事をざ礼応ようなケー

スもある。ピーター・ライスの名前が出たとい

うのは、紀んでた戸ーキテクトが、そういう構

造設計者を必要とするというプロジェクトが多

かったということですね。

竹山：ピーター・ライスが全聾のときは、コンペの時

にどのアーキテクトが先に電話をするかという

感じで、ピーター・ライスの取り合いだったと

聞いています。今の日本の若い人でも、どの構

造殴計者と組めば、たとえば佐々木陸朗と組め

ば面白い仕事ができるかということを考えてい

るみだいです。そういった情報交換も丁ーキテ

クトの間でやリますよ。

斎藤：口本でも優秀な構造設計者は、若干であっても

アーキデクトが評価してますね。ちょっと変わっ

だことや新しい試みをしようとしだ時に＼どの

構造家に依頼するかを考えるのは最近の凰潮で

すね。

布野：陶器浩一さんも売れっ了で、 5 f牛ぐらい同峙に

9月着工です。

竹山：妹島和世さんも、構造設計者が変わると面白い

仕事ができているような感じです。今の若いアー

キデクトの気分を、一般の人も共有できれば、

糧造も衷た文化ということになるんでしょうね。

斎藤：単に構造計算する人と、クリエイティブなこと

をする人を見分けるというのは、業界の中で

はできてる。組霰事務所やゼネコンでも、面

白いことのできる人は、評価されてるみたいで

すね。エンジニアの名前は出に〈いけど、その

ょうな人が関わることのでぎるプロジェクトが

もっと増えて表に現れれば、苦い人も含めて、

コンピュータだけでなくて人間が介在すること

によって建築は面白くなるんだということがわ

かってもらえる。教育の悶題でもあるんだよね。

講義でどのように紹介してるかとか。

諸岡：著名なTーキテクトの本ではなく、著名な構造

家の作品を集めた本というのは可能でしょうか。

竹山：もちろん可育ピでしょう。しかもそれが売れるよ

うな世の中にし存いといけない。

諸岡：どっぢが先かということですが。出さないと売

れないし。00

高木：木村俊彦先生の本はあリますね。

布野：一般に本は亮れないしね。

建築と文化

布野：学会に話を戻せば、学会活動を点数稼ぎと考え

ている先生が多いように思います。研究協議会

のパネリストになるとかが目的で、斎藤先生の

いわれるような建築を愛するという発想は全く

ない。

斎藤：それは業績評価と関係しますね。アーキテクト

の業績を大学でどのように評征するか。そ汽を

学会がもっと発信して、建築の先生が論文以外

の設言十とかソフトの面で評価されるべきだとい

う意見を出すべきだと思う。建築デザイン発表

会はそのために襟案しました。アーキテクトの

発表を活性化しないと建築学科がダメになリま

す。

布野：塩造の先エがそう言われるのも回白いですね。
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斎藤：やろうと思えば学会にはいろんな可望性がある

なということを 2年間で感じました。あるプロ

ジェクトやアイデアに社会性があれば、企業も

大学もt茄刀してくれます。

竹山：アーキニアリング・デザイン展はいろんな聰能

団体が相乗りですか？

斎藤：協賛です。お金は出さないのが一般ですが、

JSCAだけは応援してくれました。

竹山：昔アーキテクチャー・オブ。ザ・イヤーという

のがあって、僕も委昌に入ってたけど、初めて

5団体が協賛したそうですね。お主がなくなっ

て終了しましたが。木村俊彦先生が全体のコー

ディネーターをされたのが最後でした。

斎藤：池袋でやったときですね。

竹山：その時に、阪神大霞災があって構造や地震につ

いて何か発言するようなテーマにすべきだし、

そのようなコーディネータを選ぶべきだと言っ

て、木村先生になったんです。そ打宦では丹下

さんや篠原さんといったアーキテクトがその年

の 10作品ぐらいを選んで展示するということ

ぞしだ。でも太村さんになって違うデーマになっ

た。結局、バブルもはじけて寄附が集まらなく

なって、終わりになリました。

斎藤：模型も壮大なものでしたね。

竹山：あのときには一般の人もすごく入ったんですよ。

アーキニアリングにしても、一般の人に来ても

らおうとすると、デーマにしろメッセージにし

ろ伺かいいえさを投げないといけないですね。

結馬、ちまたで売れてるのは「間違いのない家

を建てるために」とかの本ですから。

布野：でも、安藤恵雄なんかが言ってるのは普通のご

とですよ。

竹山：安隠さんなんかは、確信犯的に事ピュリズムの
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ど真ん中の分かリやすいメッセージを出して、

自分で輿業を打ってるわけです。一般の人がそ

れに州びつく。構造設計者についても、姉歯事

件で、いろいろな種類の人がいることがわかっ

たわけだし、構造設計を楽しい数養として一般

の人が理鮨するような文化が生まれるかどうか

ですよ。イタリアなんか王合の町に行っても、

建築とか都市の話をやってる。日本ではどのマ

ンションが安いかとか、どこのゼネニンのマン

ジョンだったら後で高く売れるかというような

話ばかりです。

諸岡：構造の話が分かるような子供向けの絵本のよう

なものがあればいいですね。建築については高

松先生の絵本などがありますが、構造について

は）II□衛先生の「建築の絵本」しか思いつかな

いです。

竹山：最近 2カ月に 1回ぐらい住まいのクリニックと

いう催しを、エンジン 01文化戦賂会議で今川

憲英さんと一緒に全国行脚してます。構造仄つ

いては難しいですね。数式が出てくると、とた

んにみんな零てしまいます。一般の人は、定量

的でなく、定性的な言舌を聞きたいわけです。だ

いたい、鉄筋ニンクリートと鉄畳の違いが分か

らない人も多いんですから。

布野：学生と同じですね。

竹山：非常に下世言舌な話になリましたが、でも、一般

の人が建築を文化としてとらえるようになって

くれるように盛り上げるしくみは、学会が中心

になって取リ組むべき課題だと思います。

大崎：子供から教育していかないといけないですね。

高校生ぐらいからでも、建築を志望する人が増

えるかもしれない。デザイナーよリ構造設計者

のほうが人不足ですね。

高木：構造穀肩十よリ設備設言十のほうが足 1)ないと聞い

ています。とくに電気系。



構造設計教育

竹山：京大の椙造設計教育ってどう万すか。

布野：教育してないでしょう。

竹山：言曼言十演習には参加してもらってますが。そもそ

も学生たちに構造の基本的なセンスとか素養が

ないんだけど、構造の先生も、コンクリートだっ

たらスパンの 1/10、鉄骨だったら 1/15とかし

か言わない。もっと実務に近くて面日いことを

やってくれる先生がいるといいですね。

大崎：でも、この前、「こごに柱がいるよ」と言ってあ

げて、学生が素宣に柱をつけたら、講評会で、

デザインの先生に「なぜこんなところに柱があ

るんだ」とお叱リをうけていたのを見て、指導

する意欲がなくなリました（笑）。

布野：西澤英和さんは、設計演習で阿面見て、どうと

でもなるといつも言ってたよ。「こごに柱がいる

んじゃないの」と僕が心配し左ぐらいです。

竹山：京都大学がアピールするためには、スター構造

設計者が必要です。毅育にはいろいろなやり方

があって、直接教えるのも大事だけど、背中を

みて学ぶというのもあります。木］云々というよ

うなことと違うところを伸ばしたほうが良い学

生もい礼ば、しっかリ設計することを敦えたほ

うが良い学生もいる。せっかく構造の強い京都

大学ぞ、構造のスーパースターがいてほしいな。

大崎：京都大学は研究者も育てないといけないし、難

しいですね。構造デザイナーを養成するという

教育はしていない。

諸岡：でもベースはしっかり教えているので、構造設

計事務所に就職しても、そこの先生とは違う独

自のことを提案できる。

高木：殷言十演習を敦えてて、これで建つかと聞かれ斤ら、

たいてい何とかなるんじゃないですかという答

えになるんですが、そのことで余分にお金と労

力がかかるので、どうしてもそれをやりたいと

いうことを説明してくださいよと学生に教えて

ます。縫済的観点を持ち込まないと、実務的な

設計演習にはならないでしょう。

布野：こんなに柱が太くなるよということでしょう。

高木：もちろんそうです。プロポーションの言舌もあリ

ます。

斎藤：でも、大事なことは、やリだいことがあっだ時に、

答えは無数にあるわけでしょう。素材とかコン

ストラクションとか。それで目指すものをどの

ょうに実現するかということまで見せてあげな

いと、本物の構造デザインの敦育にはならない。

高木：それは教える学年にも間係して、建築のことが

わかってくれば、そのような記をするのもいい

んです。

竹山： 2回工にも、広い意味のデザイナーと丁ーティ

ストの違いを説唄しています。アーディストは

自分で自分のためにものをつくリ、デザイ］ー

は、社会のため、ひとのお金でひとのだめに作

るので、責伍がある。膀手なごとをやるな。「ご

んなことやリたい」ではなく、「こうやるべきで

はないかと思います」と言うように。君のこの

変てこリんな形は社会に認知されるか、誰かが

お金を出して作ってくれるか、お金を出しても

らうためには、説得力が必要であリ、なお価値

を共有してもらわなければならない。それがデ

ザインだ、と。このようなことは、 2回生でも

分かります。

布野：最初の言曼計を見るのは好きです。それで能力が

分かったりします。一般に授業を聞いていくと

だんだん下手になる。最初に輝いてたことを貫

く子が結局活躍してます。
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斎藤：知織だけが増えるとだめになる。建築家のプロ

の世界でも同じかもしれない。

布野：儲かっていっぱい設言十しだすとだんだんつ衷ん

なくなる。

斎藤：あやしくなって踏み越えてはいけないところに

行っちゃったリ。

布野：高崎正治は、造形センスは 2歳ぐらいまでに決

まるという。 4歳ぐらいになると、枯士紐工を

してて「家に見える？」みだいにお母さんの顔

を見るようになって、全然面白くなくなる。

竹山：高崎さんは1莫とは違う種類の人だと思ってて、

馬鹿みだいに高いのをつくります。坪40 0万

と聞いだので、「そんなの建てる人がいるの？」

と言ったら。「安いよ。膨亥1」なんて坪いくらだと

思う？」と言われ出した。藤森照信さんは、坪

80万は普通の建築、 90万はまずまずの建築、

1 0 0万超えたら建築家の建築といって、坪

100万以上取る。

布野：いつごろの坪単価の話なの？

竹山：少し前かな。僕は坪 60万と思ってだからそう

いう説得の仕方もあるのかと思いました。でも、

納得する人だっだら、坪 10 0万でも 20 0万

でもいいわけでしょう。だから、説得力のある

学生は別のレベルで生きるかもしれない。

高木：僕の場合は設計理論のレベルが低いので、こん

なんじゃだめだといいながら、学生がいろいろ

言ってくると、それじゃ構造的に伺とかしよう

かと考えたりして。

竹山：シドニーのオペラハウスもずいぶんお金と年月

をかけたけど、完成したらみんなお金のことは

忘れてしまうから。

斎藤：結里的には集客力もすごいので元は取れてるし、

社会資産になった。 般的なことをいうと、？—
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キテクトにもピンキリというか、スター建築家

から、基本的なことができる人までいるわけで

す。構造というのはもっとそれが激しくて、基

本は健全な殷言十ができるということですね。ま

ずは安全を守るということを教育するのが大事

です。その中で、イ可らかの麦質や才能がある人か、

伺年かに一人現れるというのが構造の世界だと

思う。みんなが劉造的になるのは無理な話だけ

ど、建築や空間の質とかに関わるような仕事が

あるんだよということは教えないと。コンピュー

タの魅力は大きいけれど、その魔力に負けない

ょうに、 1固人の力によって何ができるかという

戻望が開けるような教育が必要です。

大崎：座談会テーマの「構造設計者の夢と現実」に関

して十分に議論でぎだか自信があリませんが、

時間もオーバーしてますので、構造教育が重要

だということで、 traverseにふさわしい結論で締

めさせていただきます。有難うございました。

平成 21年7月、建築会陀会議三




